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町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

６
次
産
業
化
を
応
援
し
ま
す

■
農
林
課
・
水
産
課
・
商
工
観
光
課
か
ら

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た

■
議
会
事
務
局
か
ら

愛南町地域医療を考える特別委
員会の視察研修の様子（写真下）

産業厚生常任委員会の

視察研修の様子

（写真①②）

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
を
募
集
し
ま
す

■
水
道
課
か
ら

　
愛
南
町
で
は
、
自
ら
が
生
産
し
た

農
林
水
産
物
の
加
工
品
開
発
な
ど
を

行
う
事
業
者
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
本
町
の
特
産
品
を

活
用
し
た
加
工
品
開
発
に
つ
い
て
、

講
習
会
の
開
催
や
補
助
事
業
の
紹
介

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
で
す
が
成
果
も
上
が
り
、

タ
イ
や
カ
ツ
オ
な
ど
の
水
産
物
、
柑

橘
な
ど
の
農
産
物
の
加
工
品
が
開
発

さ
れ
、
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
商
品
も

出
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
３
月
１
日
に
は
、
国
の

６
次
産
業
化
法
も
施
行
さ
れ
、
今
ま

で
以
上
に
各
種
支
援
が
充
実
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
加
工
品
を
開
発

さ
れ
る
方
な
ど
で
国
・
県
・
町
な
ど

に
よ
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

役
場
の
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
６
次
産
業
化
に
取
り
組
も
う
と

す
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
、
国
な
ど

の
補
助
事
業
や
指
導
事
業
な
ど
の
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
６
次
産
業
化
法
と
は

　
地
域
産
業
を
活
用
し
た
新
た
な
付

加
価
値
を
生
み
出
す
６
次
産
業
化
の

取
組
と
、
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利

用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
産

の
農
林
水
産
物
の
消
費
を
拡
大
す
る

地
産
地
消
等
の
取
組
を
推
進
す
る
た

め
の
法
律
で
す
。

問
合
せ

　

　
農
林
産
物

：

農
林
課

 

℡
７
２
―

７
３
１
１
　

　
水
産
物

：

水
産
課 

 

℡
７
２
―

７
３
１
２
　

　
加
工
・
販
売

：

商
工
観
光
課

 

℡
７
２
―

７
３
１
５
　

　
愛
南
町
地
域
医
療
を
考
え
る
特
別

委
員
会
は
11
月
８
日
、
愛
媛
県
公
営

企
業
管
理
局
病
院
課
で
県
立
病
院
の

現
状
に
つ
い
て
、11
月
15
日
に
は
、島

根
県
益
田
市
で
地
域
医
療
の
取
組
に

つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、産
業
厚
生
常
任
委
員
会
が
11

月
21
日
、22
日
、世
羅
夢
公
園（
広
島
県

世
羅
町
）と
牡
蠣
の
家 

し
お
か
ぜ（
岡

山
県
瀬
戸
内
市
）で
６
次
産
業
化
に
つ

い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

※
詳
細
は
、
議
会
で
報
告
後
掲
載
し

ま
す
。

　
愛
南
町
で
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
検

針
員
を
募
集
し
ま
す
。
提
出
書
類
、

報
酬
等
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

募
集
人
数
　
２
名

資
格
要
件
　
町
内
在
住
で
20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方

申
込
期
日
　
２
月
14
日（
金
）

検
針
区
域

　
中
浦
区
域
（
尻
貝
、
奥
の
谷
、
中
の

谷
、高
手
、灘
前
）※
４
０
０
件
程
度

　
防
城
成
川
区
域
（
防
城
成
川
、
赤

水
、高
畑
、猿
越
）※
３
０
０
件
程
度

申
込
み
・
問
合
せ  

　
水
道
課 

℡
７
２
―

０
８
３
５

1

2
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平
成
26
年
度

町
県
民
税
の

申
告
受
付
日
程
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
税
務
課
か
ら

【町県民税申告受付日程】※申告日、申告会場をご確認の上、お越しください。

内海地域
月 日 曜日 地区名 時　間 場　所

2

20 木

須ノ川 9：00～10：30 須ノ川公民館

柏崎・柏 11：00～16：00
DE・あ・い・21
3階会議室

21 金
網代・魚神山 9：00～11：30 魚神山公民館

油袋・家串・平碆 13：00～16：00 家串公民館

西海地域
月 日 曜日 地区名 時　間 場　所

2

14 金
久家 9：00～11：30 久家集会所

下久家 13：30～16：00 下久家集会所

17 月
樽見 9：00～11：00 樽見集会所

大成川・小成川 13：00～16：00 大成川集会所

18 火
麦ヶ浦 9：30～12：00 麦ヶ浦集会所

武者泊 13：30～16：00 武者泊集会所

19 水
越田・弓立 9：00～12：00 弓立集会所

小浦・樫月 13：30～16：00 樫月集会所

20 木 船越 9：00～16：00 西海町民会館

21 金 福浦 9：00～16：00 福浦公民館

24 月
中泊・外泊 9：00～12：00 中泊集会所

内泊 14：00～16：00 内泊集会所

一本松地域
月 日 曜日 地区名 時　間 場　所

2

24 月

下一・下二・徳田・宮川
本村・御在所・大駄場・太田

9：00～12：00
正木本村
集会所

東小山
本村一、二

13：00～16：00 小山集会所

25 火

八人組・東中屋
西中屋・東中組
西中組・中組

広岡・内尾串1～3

9：00～16：00
増田コミュニ
ティセンター

26 水
大又・影平・名本
奈呂・光野・茶堂

9：00～16：00
中川コミュニ
ティセンター

27 木

東一・東二
西一・西二

9：00～12：00 上大道集会所

坪浜・西組 13：00～16：00 満倉集会所

28 金
駄場・亀之串
岡駄場・名路

古宅・向山・久保江
9：00～16：00

広見コミュニ
ティセンター

3

3 月
弓張・平畑・中串
東部一・東部二

9：00～16：00
一本松支所
会議室

4 火
南部・坂石・新田
北部・西部

9：00～16：00
一本松支所
会議室

　
平
成
26
年
度
町
県
民
税
の

納
税
申
告
書
（
平
成
25
年
中

の
収
入
状
況
等
）
の
受
付
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。 

日
時
、
場
所
等
を
確
認
し
、

申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
日
当
日
に
来
ら

れ
な
い
方
に
は
、
こ
の
期
間

中
、
愛
南
町
役
場
本
庁
に
て

午
後
７
時
ま
で
申
告
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※
印
鑑
、
生
命
保
険
料
及
び

地
震
・
損
害
保
険
料
等
の
支

払
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
は

自
分
で
記
入
を
し
て
税
務
署

に
郵
送
す
る
か
、
宇
和
島
税

務
署
で
申
告
を
し
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ

　
税
務
課

　
℡
７
２
―

７
３
０
１

御荘地域
月 日 曜日 地区名 時　間 場　所

2

25 火 長月 9：00～16：00 長月公民館

26 水 菊川・平山 9：00～16：00
御荘菊川農村
研修センター

27 木
深泥・防城成川
赤水・高畑

9：00～16：00
赤水コミュニ
ティセンター

3

5 水
左右水・猿鳴
尻貝・灘前
中浦三区

9：00～16：00
中浦漁村振興
センター

6 木
長崎・長洲・本町
寺新町・栄町・上町

9：00～16：00
御荘文化センター
リハーサル室

7 金
馬場・和口1、2
上永ノ岡・下永ノ岡

9：00～16：00
御荘文化センター
リハーサル室

10 月
節崎・馬瀬
八幡野・貝塚

9：00～16：00
御荘文化センター
リハーサル室

城辺地域
月 日 曜日 地区名 時　間 場　所

2

14 金
僧都 9：00～12：00

僧都ふれあい
交流館

山出 13：00～16：00 山出集会所

17 月
中玉・脇本
大浜・柿ノ浦
敦盛・岩水・垣内

9：00～16：00 東海公民館

18 火 古月・鯆越・深浦 9：00～16：00 深浦公民館

19 水
日土・小屋の浦
大寿浦・真浦
西真浦・新浦

9：00～16：00
久良ふるさと
センター

3

11 火

梶郷・大道
当時・下緑・左谷
樫床・樋口・西柳
岡・中緑

9：00～16：00
緑基幹集落
センター

12 水

駄場・豊田
豊田東、西・神越

9：00～12：00 城辺社会
福祉会館
中ホール中の谷・鼻・石井手

下長野・伊勢町
13：00～16：00

13 木

矢の町・中町・北裡 9：00～12：00 城辺社会
福祉会館
中ホール

後・土居
三島団地

13：00～16：00

14 金

清水・沖
久保・蓮乗寺

9：00～12：00 城辺社会
福祉会館
中ホール松本・鳥越・中原 13：00～16：00
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償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の
申
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
税
務
課
か
ら

広
告
付
き
共
通
封
筒
の
無
償
提
供
者
を
募
集
し
ま
す

■
総
務
課
か
ら

①長形3号（縦120㎜×横235㎜）②窓枠付き長形3号（縦120㎜×横235㎜）

提供希望枚数：10,000枚 提供希望枚数：10,000枚

年
金
受
給
者
・
還
付
申
告
者
の
申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

■
税
務
課
か
ら

【
申
告
義
務
】 

　
地
方
税
法
第
３
８
３
条
の
規
定
に

よ
り
、
毎
年
１
月
１
日
賦
課
期
日
現

在
で
償
却
資
産
（
土
地
及
び
家
屋
以

外
の
事
業
用
資
産
）
を
所
有
す
る
方

は
、
そ
の
所
在
、
種
類
、
数
量
、
取

得
時
期
及
び
取
得
価
格
な
ど
に
つ
い

て
町
に
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
申
告
方
法
】

　
毎
年
12
月
中
旬
に
、
償
却
資
産
の

所
有
者
宛
て
に
申
告
書
類
を
発
送
し

て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
載
し
、

押
印
の
上
、
次
の
と
お
り
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
規
納
税
義
務

者
等
の
方
で
申
告
書
類
が
送
付
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
　
１
月
31
日（
金
）

提
出
書
類
　
償
却
資
産
申
告
書
・
種

類
別
明
細
書
（
増
加
資
産
・
全
資
産

用
及
び
減
少
資
産
）

提
出
先
　
税
務
課
又
は
各
支
所

問
合
せ  
税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１

　
愛
南
町
で
は
広
告
事
業
の
一
環
と
し

て
、
町
が
使
用
す
る
公
用
封
筒
の
裏
面

に
民
間
企
業
等
の
広
告
を
掲
載
し
作
成

し
た
も
の
を
、
町
に
無
償
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
法
人
又
は
個
人
事
業
者
を
募

集
し
ま
す
。

【
対
象
封
筒
】

　
上
の
写
真
の
と
お
り
２
種
類

　
※
広
告
掲
載
範
囲
は
封
筒
の
裏
面
で
す
。

【
応
募
の
方
法
】

募
集
期
間

　
１
月
８
日（
水
）〜
２
月
７
日（
金
）

提
出
書
類

①
申
込
書
（
様
式
第
１
号
）
※
愛
南
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

②
会
社
概
要（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
）

　
※
個
人
の
場
合
は
身
分
証
明
書
の
写
し

③
住
所
を
有
す
る
市
町
村
の
市
町
村
税

（
法
人
又
は
個
人
）の
納
税
証
明
書

④
封
筒
見
本（
製
作
実
績
の
な
い
場
合
は

封
筒
の
案
）

そ
の
他

　
応
募
に
必
要
な
資
格
や
要
件
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
総
務
課 

℡
７
２
―

１
２
１
１

　
愛
南
町
で
は
、
年
金
受
給
者
や
還

付
申
告
を
さ
れ
る
方
な
ど
が
ご
自
身

で
申
告
書
を
作
成
で
き
る
よ
う
、
次

の
日
程
で
申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
６
日（
木
）、７
日（
金
）、

　
　
　
10
日（
月
）

　
９
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
16
時

場
所
　
城
辺
福
祉
会
館
３
階
中
ホ
ー
ル

申
告
に
必
要
な
書
類

・
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類
、
源

泉
徴
収
票

・
印
鑑
、
筆
記
用
具
及
び
計
算
機

・
国
民
年
金
保
険
料
等
の
支
払
い
を

し
た
旨
を
証
す
る
書
類

・
医
療
費
の
領
収
書
、
支
払
保
険
料

等
の
証
明
書 

※
医
療
費
の
領
収

書
は
事
前
に
集
計
し
て
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

・
申
告
書
（
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ

た
申
告
書
を
お
持
ち
の
方
の
み
）

・
還
付
金
の
受
取
口
座
（
本
人
名
義
）

の
分
か
る
も
の 

な
ど

問
合
せ  

税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１
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愛
南
の
お
い
し
い
か
き
の
お
・
も
・
て
・
な
ー
し

■
商
工
観
光
課
か
ら

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
貝
殻
を
使
っ
た
ア
ク
セ

サ
リ
ー
作
り
体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
財
産
管
理
課
か
ら

　
か
き
を
は
じ

め
と
す
る
愛

南
町
の
冬
の

味
覚
を
Ｐ
Ｒ
す

る
イ
ベ
ン
ト

「
う
ま
い
も
ん

市
in
あ
い
な
ん

２
０
１
４
」
を

開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ

い
。

日
時
　
２
月
２
日（
日
）

　
　
　
９
時
30
分
〜
15
時

場
所
　
南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
前
広
場

内
容

・
か
き
食
べ
放
題
コ
ー
ナ
ー
（
有
料
、

人
数
限
定
）

・
大
鍋
に
よ
る
「
か
き
鍋
（
か
き

汁
）」
の
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）

・
か
き
・
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
・
寒
ブ
リ
や

海
産
物
加
工
品
、
旬
を
迎
え
た
愛

南
町
特
産
の
農
産
物
、
郷
土
料
理

な
ど
の
販
売

・
愛
南
町
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
な
ー
し
く
ん
」
風
船
の
サ
ー
ビ

ス（
無
料
）  

な
ど

問
合
せ

　

　
愛
南
町
観
光
協
会 

　
　
　
　
　
　 
℡
７
３
―

０
４
４
４

　
商
工
観
光
課 

℡
７
２
―

７
３
１
５

住宅名称及び所在地 構造 間取り 月額家賃 駐車場 地デジ受信

三島団地1号棟（4階1号室）
城辺乙669番地

RC造4階建
（築39年）

3DK
53.9㎡

8,200円～
12,200円 有 ◯

三島団地3号棟（3階5号室、3階6号室）
城辺乙669番地 

RC造3階建
（築38年）

3DK
55.3㎡

8,600円～
12,800円 有 ◯

三島団地4号棟（3階4号室）
城辺乙669番地

RC造3階建
（築38年）

3DK
59.3㎡

9,200円～
13,700円 有 ◯

三島団地6号棟（3階8号室）
城辺乙669番地

RC造3階建
（築31年）

3DK
67.7㎡

11,700円～
17,500円 有 ◯

中浦団地（1階3号室）
中浦1677番地1

RC造3階建
（築35年）

3DK
56.3㎡

9,100円～
13,600円 有 ◯

家串団地2号棟（3号室） 
家串1154番地 

CB造2階建
（築33年）

3DK
62.7㎡

11,100円～
16,600円 無 ×

船越東団地 (3階1号室)
船越478番地

RC造3階建
（築26年）

3DK
66.5㎡

13,500円～
20,100円 有 ×

船越東第2団地 (2階1号室)
船越469番地

RC造3階建
（築26年）

3DK
64.1㎡

14,000円～
20,800円 有 ×

　
ご
家
族
・
ご
友
人
な
ど
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
１
月
11
日（
土
）

午
前
10
時
〜（
雨
天
決
行
）

場
所
　
城
辺
甲（
神
越
）

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
　

　
　
　
　
１
，０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ 

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
公
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

公
募
住
宅
の
概
要

（
上
表
の
と
お
り
）

入
居
者
資
格

（
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
。）

①
住
宅
に
お
困
り
の
方
で

町
内
に
居
住
を
希
望
す
る

方②
町
税
等
を
滞
納
し
て
い

な
い
方

③
暴
力
団
員
で
な
い
方

④
収
入
基
準（
月
額
所
得
）

15
万
８
千
円
以
下

※
入
居
に
は
連
帯
保
証
人

２
名
と
、
敷
金
が
月
額
家

賃
の
３
か
月
分
必
要
（
共

益
費
は
別
途
）で
す
。

申
込
受
付
期
間

　
１
月
14
日（
火
）

　
　
　
〜
23
日（
木
）

そ
の
他

　
各
住
宅
ご
と
で
の
申
込

み
と
な
り
、
財
産
管
理
課

又
は
各
支
所
で
入
居
の
申

込
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

問
合
せ

　
財
産
管
理
課 

   

℡
７
２
―

７
３
１
０
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清水町長から辞令を受け取る
主任児童委員の3名

民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童

委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

■
保
健
福
祉
課
か
ら

愛南町民生児童委員
主任児童委員名簿

（平成25年12月1日現在）
内海支部
氏　　名 担当地区

高　魚　岩
いわ

　夫
お

網代（網代・荒樫）

福　森　彦
ひこ

　六
ろく

魚神山（魚神山・船越）

那　須　英
えい

　治
じ

油袋（油袋・火打）

前　田　源
げん

　一
いち

家串

黒　田　章
しょう

  子
こ

平碆

岡　平　和
かず

　子
こ

須ノ川

松　本　明
あき

　義
よし

柏崎

木　口　喜
のぶ

　博
ひろ

柏（奥・梶屋敷・北原）

樫　元　都
つ き み

喜美 柏（脇田上・下）

御荘支部
氏　　名 担当地区

井　関　邦
くに

　秋
あき

御荘菊川（菊川１・２）

丸　田　カツミ 御荘菊川（菊川３・４）

尾　川　康
やす

　人
ひと

御荘平山

齋　藤　弘
ひろ

　文
ふみ

御荘長洲

上　田　靖
やす

　之
ゆき

御荘平城（長崎）

  吉　田　　　 順
じゅん

御荘平城（貝塚・八幡野）

三　好　睦
むつ

　人
ひと

御荘平城（本町・寺新町）

宇都宮　照
てる

　雄
お

御荘平城（栄町）

福　本　直
なお

　代
よ

御荘平城（上町・馬場）

市　川　乗
じょう

  地
じ

御荘平城（永ノ岡）

  井　上　　　 誠
まこと

御荘和口

橋　本　迫
せこ

　人
んど

御荘長月（長月１・２）

赤　松　作
さく

　男
お

御荘長月（長月３・４）

大　西　さちこ 御荘平城（節崎）

出　口　伊
い つ こ

津子 御荘平城（馬瀬・深泥）

  椙　山　　　 健
つよし

防城成川

中　田　雅
まさ

　信
のぶ

赤水

古　川　榮
えい

　吉
きち

高畑

岩　﨑　千
ち

　束
ずか

中浦（尻貝）

清　水　衣
きぬ

　代
よ

中浦（奥ノ谷）

佐　藤　健
けん

　吾
ご

中浦（中ノ谷・高手）

山　本　みちえ 中浦（灘前・左右水）

山　田　ヨシ子
こ

猿鳴

城辺支部
氏　　名 担当地区

大　野　カヨ子
こ

僧都（大僧都・小僧都）

原　田　亮
りょう

  三
ぞう

僧都（僧都中・下）

林　　　明
あけ

　美
み

緑丙（山出）

金　子　敦
あつ

　子
こ

緑甲（大久保・梶郷・大道・樫床）

小　西　ひとみ 緑乙（岡・樋口・西柳）

増　﨑　元
もと

　吉
よし

緑乙（中緑・当時・下緑・左谷）

安　岡　昌
まさ

　彦
ひこ

城辺甲（駄場・豊田・豊田住宅）

清　家　千
ち

　秋
あき

城辺甲（長野・石井手）

山　崎　千
ち

　秋
あき

城辺甲（下長野）

石　村　裕
ひろ

　子
こ

城辺甲（矢の町・中町）

中　岡　泰
やす

　典
のり

城辺甲（清水・沖・後・松本）

若　林　秀
ひで

　樹
き

城辺甲（伊勢町・北裡)

岡　田　俊
とし

　明
あき

城辺甲（久保・鳥越・中原）

藤　原　征
ゆく

　男
お

城辺乙（三島・土居）

加　洲　芳
よし

　信
のぶ

脇本

  本　多　　　 寶
たから

中玉

  氏　家　　　 歩
あゆみ

敦盛・大浜・柿ノ浦

澤　近　和
かず

　子
こ

岩水

濵　　　孝
たか

　子
こ

垣内

加　藤　紀
のり

　子
こ

深浦（東浜・西浜・鼻前）

中　平　英
ひで

　明
あき

深浦（中組・奥前）

田　下　一
かず

　二
つぎ

鯆越・古月

濵　見　安
やす

　子
こ

久良（日土）

中　田　清
きよ

　志
し

久良（大寿浦・真浦）

本　多　惠
けい

　子
こ

久良（西真浦）

二　宮　公
きみ

　惠
え

久良（新浦）

橋　本　百
もも

　代
よ

蓮乗寺

一本松支部

氏　　名 担当地区

  森　内　　　 優
ゆたか

正木（御在所・大駄場・太田）

清　水　和
かず

　美
み 正木（下一・下二
徳田・宮川・本村）

山　﨑　由
ゆ き こ

起子

増田（八人組・東中屋
西中屋・東中組・中組
西中組・内尾串一・二・三）

豊　田　初
はつ

　美
み

増田（広岡・平畑・中串）

中　平　よりこ 小山（東小山・本村一・二・坂石）

西　村　智
ち

　笑
え

中川（新田・大又・影平）

東　　　章
しょう

  子
こ

中川（名本・奈呂・光野・茶堂）

田　村　早
さ

　苗
なえ

広見（弓張・古宅・駄場）

  岩　﨑　　　 巧
たくみ

広見（岡駄場・名路・向山）増田（亀之串）

山　下　延
のぶ

　夫
お

上大道（東一・東二・西一・西二・久保江）

和　泉　千
ち よ み

代美 満倉（坪浜・西組）

岡　原　牧
まき

　男
お

一本松（東部一・二・南部）

二　神　洋
よう

　子
こ

一本松（西部・北部）

西海支部

氏　　名 担当地区

内　田　留
る

　美
み

越田・弓立

清　水　定
さだ

　代
よ

小浦・樫月

吉　田　羊
よう

　子
こ

船越（船越東）

濱　本　秀
ひで

　雄
お

船越（船越西）

池　田　多
た

　美
み

久家

山　下　啓
けい

　子
こ

下久家

和　田　栄
えい

　子
こ

樽見

  濱　田　　　 操
みさお

大成川

竹　田　ちどり 小成川

濱　本　紀
のり

　子
こ

福浦（福浦西）

坂　本　あけみ 福浦（福浦東）

坂　井　美
み ち こ

千子 麦ケ浦

菅　原　千
ち

代
よ

郎
ろう

武者泊

吉　田　さとみ 外泊

吉　田　恭
きょう

  一
いち

中泊

伊　田　ふ　み 内泊

主任児童委員

氏　　名 担当地区

時　岡　トヨミ 内海・御荘地域

中　尾　眞
ま ち こ

知子 城辺地域

手　塚　新
しん

一
いち

郎
ろう

一本松・西海地域

　
城
辺
社
会
福
祉
会
館
で
、
任
期
満

了
に
伴
い
改
選
さ
れ
た
民
生
児
童
委

員
88
名
と
主
任
児
童
委
員
３
名
の
辞

令
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。
続
い

て
、
長
年
民
生
児
童
委
員
と
し
て
地

域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
12
名

に
、
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
く
じ
ら
の
幸
田
裕ゆ

う

司じ

施

設
長
を
講
師
に
迎
え
、
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
」
と
題
し
た

講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
民
生
児
童
委
員
は
、
日
常
生
活
の

心
配
や
困
っ
た
こ
と
を
解
決
す
る
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
の

こ
と
や
経
済
的
な
こ
と
な
ど
、
お
困

り
の
こ

と
が
あ

れ
ば
、

お
住
ま

い
の
地

区
の
民

生
児
童

委
員
に

お
気
軽

に
ご
相

談
く
だ

さ
い
。

 12/
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福
祉
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

高
齢
者
共
同
住
宅
等
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
高
齢
者
支
援
課
か
ら

　
現
在
、空
室
と
な
っ
て
い
る
城
辺
高

齢
者
共
同
住
宅
及
び
内
海
高
齢
者
生

活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。こ
れ
ら
の
施
設
は
、
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
、
又
は
夫
婦

の
み
の
世
帯
で
生
活
に
不
安
を
感
じ

て
お
ら
れ
る
方
に
安
心
し
て
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
施
設
で
す
。

住宅名称及び所在地 構造等 間取り 月額家賃

愛南町城辺ふれあい住宅（1号室）
城辺甲2366番地

木造2階建て
2LDK

（59.16㎡）
29,000円

※入居には連帯保証人が2名必要で、敷金は月額家賃の3か月分、共益費は別途必要です。
　なお、入居まで多少時間のかかる場合もあります。

　
現
在
、
空
室
と
な
っ
て
い
る
福
祉
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

福
祉
住
宅
の
概
要（
上
表
の
と
お
り
）

申
込
受
付
期
間
　
１
月
８
日（
水
）〜
17
日（
金
）

入
居
者
資
格

（
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。）

⑴
愛
南
町
内
に
引
き
続
き
２
年
以
上
住
所
を
有
す
る

こ
と
。

⑵
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
こ
と
。

⑶
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

⑷
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
20
歳
以
上
の
同
居
者
の
い

る
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

⑸
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
身
体
上
の
障
害
が
１
級
若
し
く
は
２

級
の
者
で
あ
る
こ
と
。

⑹
自
立
し
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
世
帯

で
あ
る
こ
と
。

⑺
入
居
申
込
者
全
員
に
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑻
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
全
員
が
暴
力
団
員（
暴
力
団

員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

第
２
条
第
６
号
の
規
定
に
よ
る
）で
な
い
こ
と
。

⑼
入
居
者
の
人
数
は
、
２
人
程
度
の
世
帯
で
あ
る
こ

と
。

申
込
み
　
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
又
は
各
支
所
で

入
居
の
申
込
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

名
　
称

城
辺
高
齢
者
共
同
住
宅

内
海
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
居
募
集
数

１
人
世
帯
用
　 

　 

　
　
　 

１
室

１
人
世
帯
用
　  

　 

　
　   

２
室

夫
婦
世
帯
用
　  

　   

　
　 

２
室

入
居
費
用

及
び
使
用
料

月
額
　
　
　
　   

１
５
，０
０
０
円

月
額
２
，
０
０
０
円
〜
（
入
居
者
の

年
間
収
入
額
か
ら
算
定
）

※
単
身
者
が
夫
婦
世
帯
用
に
入
居

の
場
合
は
30
％
の
増
額

敷
金

２
か
月
分
の
使
用
料
に
相
当
す
る
額

３
か
月
分
の
使
用
料
に
相
当
す
る
額

個
人
負
担

食
事
費
用
　
　   

１
８
，０
０
０
円

電
気
使
用
料
　
　
　 

　
実
費
負
担

共
同
施
設
の
維
持
・
運
営
に
要
す
る

費
用
　
　
　
　  

　 

２
，０
０
０
円

食
事
費
用
　
　
実
費
負
担（
自
炊
）

電
気
使
用
料 

　 

　 

　
実
費
負
担

入
居
要
件

愛
南
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。
　

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。
　

生
活
費
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
収
入
等
が
あ
り
、所
定
の
入
居
費
用
が

負
担
で
き
る
こ
と
。

共
同
生
活
に
適
応
で
き
る
こ
と
。

自
己（
夫
婦
）で
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

問
合
せ

高
齢
者
支
援
課（
℡
７
２
│

７
３
２
５
）
内
海
支
所（
℡
８
５
│

０
３
１
１
）

募
集
の
概
要（
左
表
の
と
お
り
）

申
込
受
付
期
間

　
１
月
８
日（
水
）〜
17
日（
金
）

※
申
込
用
紙
は
高
齢
者
支
援
課
・
各

支
所
に
あ
り
ま
す
。

※
施
設
の
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
、

募
集
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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あ
い
な
ん
幼
稚
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す

■
学
校
教
育
課
か
ら

親
子
映
画
会
を
開
催
し
ま
す

■
生
涯
学
習
課
か
ら

委
員
を
公
募
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

む
し
歯
０
本
、お
め
で
と
う

■
保
健
福
祉
課
か
ら

　
あ
い
な
ん
幼
稚
園
で
は
、
３
歳

児
・
４
歳
児
・
５
歳
児
の
平
成
26
年

度
入
園
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
入

園
願
書
を
あ
い
な
ん
幼
稚
園
又
は
学

校
教
育
課
で
受
け
取
り
、
必
要
事
項

を
記
入
し
て
押
印
の
上
、
１
月
31
日

（
金
）
ま
で
に
あ
い
な
ん
幼
稚
園
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
　
１
０
５
名

　
３
歳
児（
35
名
）

　
平
成
22
年
４
月
２
日

〜
平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
４
歳
児（
35
名
）

　
平
成
21
年
４
月
２
日

〜
平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
５
歳
児（
35
名
）

　
平
成
20
年
４
月
２
日

〜
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

入
園
料
　
２
，０
０
０
円

保
育
料
　
４
，５
０
０
円（
月
額
）

保
育
時
間
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
８
時
30
分
〜
14
時
30
分

　
毎
日
給
食
が
あ
り
ま
す
。

　（
一
食
２
５
０
円
）

問
合
せ

　
学
校
教
育
課 

℡
７
２
―

１
１
１
３

　
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
子
ど

も
の
情
操
教
育
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
「
親
子
映
画
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
の
上
映
作
品
は
、
笑
い
と

感
動
の
大
冒
険
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

『
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
３
』
で
す
。
子
ど

も
だ
け
で
な
く
大
人
も
楽
し
め
る
話

題
作
を
ぜ
ひ
親
子
で
一
緒
に
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
愛
南
町
で
は
、
「
福
祉
関
係
計
画

策
定
懇
話
会
」
の
委
員
を
公
募
し
ま

す
。
申
込
方
法
等
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ほ
か

対
象
　
町
内
の
小
学
生
以
下
の
児
童

及
び
保
護
者

日
時
　
１
月
12
日（
日
）　
14
時
〜

　
　
　（
開
場

：

13
時
30
分
）

　
　
　
※
上
映
時
間
　
93
分

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ル

そ
の
他
　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
入

場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１

の
委
員
会
等
の
委
員
を
２
以
上
兼
務

し
て
い
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

委
員
の
名
称

福
祉
関
係
計
画
策
定
懇
話
会
委
員

職
務
の
内
容

福
祉
分
野
の
計
画
（
地
域
福
祉
計
画
な
ど
）
の
策
定
又
は

見
直
し
に
関
す
る
こ
と

報
酬
等
の
条
件

日
額 

７
，０
０
０
円（
交
通
費
支
給
な
し
）

公
募
人
数

３
名（
委
員
定
数
20
名
）

任
期

委
嘱
の
日
か
ら
３
年
間

応
募
資
格

町
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

募
集
期
間

１
月
６
日（
月
）〜
２
月
５
日（
水
）

申
込
み
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
愛
南
町
で
は
、
５
歳
児
健
康
診

査
で
、
む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お

子
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
に
実
施
し
た
５
歳
児
健
診

で
は
、
24
名
の
受
診
者
の
う
ち
14

名
の
お
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

 

花
　
本
　
久く

瑠る

実み 

ち
ゃ
ん（
御
荘
平
城
）

 

尾
　
川
　
　
司

つ
か
さ

　
く
ん（
御
荘
平
城
） 

 

宮
　
下
　
諒あ

さ

　
士と 
く
ん（
御
荘
平
城
） 

髙
　
森
　
　
縁

え
に
し

　
く
ん（
御
荘
平
城
）

唐
　
田
　
湊そ
う

　
士し 

く
ん（
御
荘
平
城
） 

山
　
木
　
陽よ

う

　
太た 

く
ん（
御
荘
平
城
）

松
　
平
　
明あ
き

　
菜な 

ち
ゃ
ん（
御
荘
平
城
） 

和
　
田
　
愛あ

い

　
仔こ 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲
）

渡
　
辺
　
泰た
い

　
史し 

く
ん（
城
辺
甲
） 

阿
　
蘇
　
優ゆ

　
月づ

き 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲
）

金
　
澤
　
里り

　
空く 

く
ん（
城
辺
甲
）

濵
　
田
　
南み
な

　
斗と 

く
ん（
城
辺
甲
）

菊
　
地
　
　
円え
ん

　 

く
ん（
深
　
浦
）

中
　
平
　
紗さ

　
希き 

ち
ゃ
ん（
船
　
越
）
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納
税
意
識
の
高
揚
を
図
る

■
税
務
課
か
ら

「
愛
南
町
食
育
推
進
大
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

■
う
み
ら
い
く
愛
南
か
ら

い
つ
ま
で
も
元
気
な
歯
を

■
保
健
福
祉
課
か
ら

第
９
回
愛
南
町
ふ
れ
あ
い
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

■
生
涯
学
習
課
か
ら

　
宇
和
島
商
工
会
館
で
「
税
に
つ
い

て
の
作
文
」
の
入
賞
者
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
宇
和
島
税
務
署
管
内
の
中
学

校
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
８
０
７
点
の

中
か
ら
16
点
の
入
賞
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
本
町
か
ら
は
６
名
が
入
選

し
、
表
彰
式
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

【
本
町
の
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん（
敬
称
略
）】

愛
媛
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　
橋
田
知ち

佳か

（
城
辺
中
１
年
） 

　「
私
の
納
税
」

宇
和
島
税
務
署
長
賞

　
伊
井
貴た

か

大ひ
ろ（
内
海
中
３
年
） 

　「
税
で
支
え
る
高
齢
化
社
会
」

　
山
本
朝あ

さ

未み

（
御
荘
中
３
年
）

　「
幸
せ
な
生
活
の
た
め
に
」

宇
和
島
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　
岩
村
茉ま

奈な

（
一
本
松
中
３
年
）

 

　「
私
た
ち
を
助
け
て
く
れ
る
税
」

宇
和
島
地
区
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

　
山
本
咲さ

り

渚な

（
一
本
松
中
３
年
） 

　「
先
人
か
ら
の
贈
り
物
」

宇
和
島
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
賞 

　
所
谷
彩あ

由ゆ

（
篠
山
中
２
年
） 

　「
税
に
つ
い
て
考
え
て
」

　
「
家
庭
・
地
域
と
育
む
！
五
感
で

感
じ
る
豊
か
な〞

食
〞
」
を
テ
ー
マ

に
、
町
食
育
推
進
事
業
指
定
校
に
選

ば
れ
た
福
浦
小
学
校
で
「
第
４
回
愛

南
町
食
育
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
講
演
会
や
福
浦
小
学
校
の
食
育

実
践
発
表
、
ま
た
、
児
童
が
提
案
す

る
地
元
食
材
を
活
用
し
た
レ
シ
ピ
の

試
食
（
先
着
１
５
０
食
限
定
）
・
投
票

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
１
月
26
日（
日
）　
10
時
〜

場
所
　
福
浦
小
学
校
体
育
館

※
駐
車
場
は
運
動
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

食
育
講
演 

演
題
　
「
食
べ
も
の
に
は
ド
ラ
マ
が

あ
る
」
〜
心
を
育
む
食
と
農
〜

講
師
　
千
葉
し
の
ぶ
先
生 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
霧
島
食
育
研
究
会
理
事
長
）

入
場
料
　
無
料

問
合
せ

　
愛
南
町
食
育
推
進
協
議
会

事
務
局（
う
み
ら
い
く
愛
南
） 

  

℡
７
３
―

７
１
２
０

　
80
歳
以
上
で
ご
自
分
の
歯
が
20
本

以
上
あ
る
方
を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
「
元
気
歯
つ
ら
つ
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
、
宮
下
吉よ

し

明あ
き

さ
ん（
御
荘
平
城
）
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
宮
下
さ
ん
は
３
か
月
に
１
度
、
歯

科
医
で
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

日
頃
の
歯
み
が
き
で
は
フ
ッ
素
入
り

の
ジ
ェ
ル
歯
み
が
き
剤
を
使
用
す
る

な
ど
し
て
歯
の
健
康
に
気
を
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
歯
が
健
康
な
こ
と
で

固
い
物
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、

楽
し
み
の
畑
仕
事
も
続
け
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
お
元
気
で
、
ご
自
分
の
歯
で
食
べ

る
楽
し
み
を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ

い
。

日
時
　 

２
月
２
日（
日
）【
小
雨
決
行
】

・
開
会
式
　
　
８
時
45
分
〜

・
ス
タ
ー
ト
　
９
時
30
分
〜

参
加
資
格
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る

方
、町
内
に
通
学
・
勤
務
し
て
い
る
方

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
町
体
育
協
会
事
務
局

（
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
※
参
加
は
無
料
で
す

が
、
学
生
の
参
加
者
は
保
護
者
の
承

諾
が
必
要
で
す
。

申
込
期
日
　
１
月
10
日（
金
） 

必
着

種
目（
左
表
の
と
お
り
）

ス
タ
ー
ト

距
離

種
別（
い
ず
れ
も
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
周
辺
コ
ー
ス
で
す
。）

９
時
30
分

１
㎞

小
学
生
１
・
２
年
生
男
女
の
部

９
時
45
分

1.5
㎞

小
学
生
３
・
４
年
生
男
女
の
部

10
時

２
㎞

小
学
生
５
・
６
年
生
男
女
の
部

10
時
20
分

３
㎞
中
学
１
・
２
・
３
年
生
・
高
校
生
・
一
般
・
壮
年（
40
歳
以
上
）女
子
の
部

10
時
50
分

４
㎞
中
学
１
・
２
・
３
年
生
・
高
校
生
・
一
般
・
壮
年（
40
歳
以
上
）男
子
の
部

問
合
せ

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１

 11/
   28
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けしま

す。※1回の相談人数は8人

までで事前予約が必要で

す。定員に達した場合は受

付を終了します。

　１月１４日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　１月１１日（土）・２２日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

■
町
民
課
か
ら

社
会
保
険
・
年
金
一
日
相
談
が
１
月
か
ら
予
約
制
に
な
り
ま
す

■
町
民
課
か
ら

　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

制
度
で
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
い
ざ

と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代

み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で

作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的

年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
続

け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

以
下
の
場
合
は
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
在
学
証
明
書
又
は
学

生
証
の
コ
ピ
ー
が
必
要
で
、
対
象
と

な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
過

程
）
な
ど
に
在
学
す
る
方
で
す
。
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
、
一
般
免
除
を

申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
ど
ち
ら
の
制
度
も
、
承
認
さ
れ
た

期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
保
険
料
の
納
付
が
可
能
と
な
っ

た
と
き
に
「
追
納
制
度
」
を
ご
利
用

い
た
だ
け
れ
ば
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
届
出
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
役
場
又
は
お

近
く
の
年
金
事
務
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
国
民
年
金
課

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

  

税
務
課
等
か
ら

１
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

町

県

民

税

4期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

8期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

7期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

　
社
会
保
険
・
年
金
一
日
相
談
日

　
○
１
月
17
日（
金
）

　
　
10
時
〜
15
時
30
分

　
　（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　
平
成
26
年
１
月
か
ら
社
会
保

険
・
年
金
一
日
相
談
は
予
約
制
と

な
り
ま
す
。

　
予
約
受
付
は
宇
和
島
年
金
事
務
所

に
連
絡
し
て
い
た
だ
き
、
基
礎
年
金

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
相
談

の
会
場
で
は
、予
約
受
付
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、予
約
状
況
に
よ
り
ご
希

望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
付
対
応
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９
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可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
家
・

　
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

■
愛
南
地
域
連
携
会
議
か
ら

病院

医療コーディネーター

連携の総合的な調整

節目の診療

がん拠点病院

連携病院

日常の診療

診療情報を共有

同じ治療方針で診療

がん地域連携パスとは

　
か
か
り
つ
け
医
に
「
が
ん
の
可
能

性
が
あ
る
」
と
診
断
さ
れ
た
鈴
木
さ

ん
（
仮
名
）
は
、
愛
南
町
か
ら
遠
く
離

れ
た
が
ん
専
門
の
病
院
を
受
診
し
ま

し
た
。

　
地
域
連
携
（
か
か
り
つ
け
医
か
ら

専
門
医
に
か
か
る
一
連
の
手
続
き
）

と
い
う
仕
組
み
で
専
門
病
院
に
行
く

と
、
待
ち
時
間
も
少
な
く
ス
ム
ー
ズ

に
受
診
で
き
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん

は
、
診
察
の
結
果
、
手
術
が
必
要
で

あ
る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
手
術

の
た
め
に
必
要
な
検
査
を
行
い
、
入

院
・
手
術
の
予
約
を
し
た
後
、
自
宅

で
連
絡
待
ち
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
連
絡
を
受

け
て
入
院
し
手
術
を
受
け
ま
し
た
。

心
配
し
て
い
た
手
術
後
の
痛
み
も
脊

髄
か
ら
の
痛
み
止
め
が
効
き
、
少
な

く
て
済
み
ま
し
た
。
順
調
に
食
事
が

始
ま
り
、
経
過
は
良
好
で
し
た
。

「
案
ず
る
よ
り
産
む
が
易
し
。
う
〜

ん
、
思
い
き
っ
て
手
術
し
て
よ
か
っ

た
な
あ
…
」

〈
早
期
か
ら
の
退
院
支
援
〉

　
鈴
木
さ
ん
は
、
手
術
直
後
か
ら
積

極
的
に
歩
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し

た
。
自
宅
で
生
活
す
る
こ
と
を
目
標

に
体
力
を
つ
け
、
退
院
に
向
け
た
準

備
で
す
。
お
お
よ
そ
手
術
後
２
〜
３

週
間
で
退
院
と
な
り
ま
す
。

〈
チ
ー
ム
医
療
〉

　
栄
養
士
か
ら
「
今
後
の
食
事
に
つ

い
て
」
、
看
護
師
か
ら
「
生
活
に
つ

い
て
」、「
今
後
の
注
意
や
起
こ
り
う

る
後
遺
症
と
そ
の
対
処
方
法
」
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
、
抗

が
ん
剤
で
の
治
療
も
始
ま
る
た
め
、

薬
剤
師
か
ら
も
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
病
院
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

家
が
分
か
り
や
す
く
、
そ
の
患
者
さ

ん
が
生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま

す
。
「
こ
れ
が
チ
ー
ム
医
療
か
」
と

感
じ
ま
し
た
。

〈
が
ん
地
域
連
携
パ
ス
〉

　
鈴
木
さ
ん
は
、
医
師
か
ら
今
後
の

治
療
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
退
院
し
た
後
、
近
く
の
病
院
で

も
治
療
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
治
療

の
計
画
を
が
ん
専
門
病
院
（
拠
点
病

院
）
が
作
成
し
、
連
携
病
院
に
治
療

経
過
を
共
有
で
き
る
「
共
同
診
療

計
画
書
」
を
提
供
し
ま
す
。
こ
れ
を

「
が
ん
地
域
連
携
パ
ス
」
と
い
い
ま

す
。
が
ん
専
門
病
院
を
受
診
す
る
と

き
の
逆
の
手
続
き
で
す
ね
。
が
ん
専

門
病
院
に
頻
繁
に
通
う
必
要
が
な
い

こ
と
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
体
力
が

落
ち
て
い
る
今
、
遠
方
の
病
院
に
通

わ
ず
に
す
み
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。「
地
域
連
携
パ
ス
」
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
が
ん
拠
点
病
院
と
連

携
病
院
が
協
力
し
て
鈴
木
さ
ん
の
治

療
を
行
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
視
点

に
立
っ
た
安
心
で
質
の
高
い
医
療
を

提
供
す
る
体
制
で
す
。
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
も
長
い
待
ち
時
間
や
通
院
時

間
の
短
縮
、
重
複
し
た
検
査
・
投
薬

に
よ
る
負
担
の
軽
減
に
な
り
ま
す
。

〈
地
域
に
結
ぶ
〉

　
し
か
し
、
鈴
木
さ
ん
に
は
、
家

に
帰
る
に
当
た
っ
て
心
配
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
食
事
摂
取
量
が
少
な

い
こ
と
、
体
力
が
落
ち
て
い
る
こ
と

で
す
。
が
ん
専
門
病
院
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
退
院
後
の
支

援
に
つ
い
て
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

（
シ
リ
ー
ズ
３
に
つ
づ
く
）

シ
リ
ー
ズ
②

問
合
せ

　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
７
２
―

７
３
２
５


